
令和７年度第２回
宮崎県介護現場革新会議
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ひなた介護DX支援センターの取組

１ 介護事業所からの生産性向上の取組等に関する相談対応

２ 生産性向上の取組に関する研修会

３ 介護事業所に対する伴走支援の実施

４ その他

ひなた介護DX支援センターでは、令和７年度に以下の取組を実施した。
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取組に係るＫＰＩとの比較

【ＫＰＩ（成果指標）】
相談対応件数：年間８０件

【取組内容】
・ひなた介護DX支援センターによる相談窓口を設置・運営し、介護事業所からの生産性向上の
取組等に関する相談に対応

【実績（R7.4.1～R8.1.31）】
相談対応件数：７７件

【主な相談内容】
・生成AIを活用したシフト作成を導入するための支援をしてほしい。
・介護テクノロジーの導入を検討しており、機器の試用貸出をお願いしたい。
・事業所の業務負担が大きく、問題点が何であるかを外部の視点から助言してほしい。
・デイサービスにおいて、生産性向上にどのように取り組めばよいか教えてほしい。
・介護テクノロジーに活用できる補助金を教えてほしい。

①ひなた介護DX支援センターにおける相談対応件数
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取組に係るＫＰＩとの比較

【ＫＰＩ（成果指標）】
受講者数：年間２００名（オンライン受講含む）

【取組内容】
・生産性向上の取組に関する研修会を計６回開催（宮崎・都城・延岡で各２回ずつ）
講師：（株）さくら未来研究所 向江隆行氏

【実績（R7.4.1～R8.1.31）】
受講者数：２７１名（オンライン受講含む）

【受講者アンケート（抜粋）】
・現場に即した内容でわかりやすく有意義なセミナーだった。
・AIを活用するにあたり、個人情報を扱う職業のためAIに任せる線引きが難しい。
・新しい製品が次々販売され、何が施設にマッチするかわからない。
・全職員が同じレベルで活用できるような工夫が必要。
・できる人が限られ、その人への負担が大きい。苦手意識がある。

②ひなた介護DX支援センターが実施する研修会の受講者数
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取組に係るＫＰＩとの比較

【ＫＰＩ（成果指標）】
生産性向上推進体制加算Ⅰ算定開始時に求める生産性向上の取組の成果（総業務時間や超過勤務
時間の縮減、年次有給休暇の取得の拡大等）と同等の効果を創出

【伴走支援事業所】
・以下の３施設において、専門家による伴走支援を実施
① 介護老人保健施設相愛苑（小林市）
② 特別養護老人ホーム敬寿園（延岡市）
③ 特別養護老人ホームひえいの郷（延岡市）

【実績（R8.1.31時点）】
（伴走支援事業所の職員の所感）
・時間短縮になったことで、業務がスムーズになってきた。
・今回の取組により、２割程度の業務時間の短縮につながったと思う。
・課題の見える化により、現場での発信が活発になった。

③伴走支援事業所における成果（時間外勤務の縮減、有給休暇取得の拡大等）
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【取組概要】
① 介護老人保健施設相愛苑（小林市）
・導入済みのスマートフォンやヘッドセット、記録
ソフトと合わせて、生成AIやタスク管理ツールの
活用により職員間の円滑な情報共有を図り、業務
効率化へつなげる。

② 特別養護老人ホーム敬寿園（延岡市）
・タスク管理ツールを活用し、職員間の情報共有の
デジタル化を図る。

・手書きだったケア記録をデータ化し、さらに文章
の要約に生成AIを活用するなど、業務効率化へつ
なげる。

③ 特別養護老人ホームひえいの郷（延岡市）
・記録ソフトを活用したタイムスタディ等を実施、
業務時間の見える化を目指す。
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介護テクノロジー導入支援事業
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介護テクノロジー導入支援補助金（令和７年度）

○介護サービス別

特別養護老人ホーム（地域密着型含む） 18 14.5% 85,148,000 31.9%

介護老人保健施設 6 4.8% 47,580,000 17.8%

介護医療院 2 1.6% 5,003,000 1.9%

養護老人ホーム 7 5.6% 6,600,000 2.5%

軽費老人ホーム 2 1.6% 2,611,000 1.0%

短期入所生活介護 6 4.8% 16,518,000 6.2%

特定施設入居者生活介護 6 4.8% 17,137,000 6.4%

通所介護 18 14.5% 15,225,000 5.7%

通所リハビリテーション 5 4.0% 5,776,000 2.2%

居宅介護支援 10 8.1% 7,069,000 2.6%

訪問介護 10 8.1% 10,244,000 3.8%

訪問看護 7 5.6% 6,340,000 2.4%

訪問リハビリテーション 2 1.6% 1,338,000 0.5%

認知症対応型共同生活介護 14 11.3% 28,336,000 10.6%

地域密着型通所介護 8 6.5% 7,146,000 2.7%

小規模多機能型居宅介護 2 1.6% 3,372,000 1.3%

看護小規模多機能型居宅介護 1 0.8% 1,580,000 0.6%

124 100.0% 267,023,000 100.0%

○補助メニュー別

介護テクノロジー等の導入支援 119 96.0% 224,060,000 83.9%

介護テクノロジーのパッケージ型導入支援 5 4.0% 42,963,000 16.1%

124 100.0% 267,023,000 100.0%

居住系

通所系

補助金額（円）

合計

施設系

訪問系

合計

地域密着系

介護サービス別
令和７年度（交付決定ベース）

事業所・施設数

機器の種類
令和７年度（交付決定ベース）

事業所・施設数 補助金額（円）



介護テクノロジー導入支援事業
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モデル施設育成・地域づくり事業（令和７年度）

地域のモデルとなる施設を育成し、モデル施設における好事例の横展開等を通して、介護現場に
おける生産性向上の取組の推進を図ることを目的として、以下の３施設をモデル施設として採択し、
介護テクノロジーの導入等の取組を支援。

① 特別養護老人ホーム昭寿園サンヒルズ（日南市）
導入機器：移乗支援機器、入浴支援機器、音声記録ソフト、インカムほか

② 介護老人保健施設東海園（延岡市）
導入機器：見守りセンサー（介護ソフトとの連携）ほか

③ 特別養護老人ホームゴールデンレイク（宮崎市）
導入機器：移乗支援機器、見守りセンサーほか

その他、職員に対する研修の実施や業務コンサルタントの活用、取組の周知のためのパンフレッ
ト（ホームページ）の作成等の取組を支援。
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ひなた介護DX支援センターにおける令和８年度の取組
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「ひなた介護DX支援センター（以下「ひなカイ」という。）」における
令和７年度の取組実績を踏まえた令和８年度への改善点等について

【ひなカイの主な業務内容】
介護現場の生産性向上に関する以下の業務
１ 相談対応
２ 研修会・展示会の開催
３ 伴走支援の実施、有識者の派遣
４ その他

ご意見をいただきたい内容



ひなた介護DX支援センターにおける令和８年度の取組
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• 相談件数 ７７件

• 相談内容 介護テクノロジー関係：２７件、業務改善関係：１４件 ほか（展示場見学、試用貸出等）
 事業所別：特別養護老人ホーム２０件、介護老人保健施設９件、グループホーム５件、通所介護５件 ほか

１ 相談対応（R7実績：R8.1.31時点）

• ひなカイの認知度向上と介護事業所によるさらなる活用促進
• 具体的にどのような支援が受けられるのか分かりづらい

課 題

• 介護事業所がひなカイの支援内容・役割をイメージしやすいよう、相談事例を記載したパンフレットの作成
等の周知・広報に取り組む。

• 介護現場革新会議委員に、各団体の会議・イベント等の機会を活用して、ひなカイのチラシを事業者へ配布
いただくなど、ひなカイの周知へ協力いただく。

令和８年度に向けた改善策（案）



ひなた介護DX支援センターにおける令和８年度の取組

15

• 受講者も実際に操作しながら受講できるとさらに内容が身につくのではないか
• 改善事例をもっと紹介してほしい
• テクノロジーの導入前に研修を受講したかった
※いずれも受講者アンケートから抜粋

課 題

• 研修内容をより深く理解してもらうため、ワークショップ等の双方向型の内容を交えて実施する。
• どのような効果があるかイメージしやすいよう、生産性向上に取り組む事業所の事例を研修会で紹介する。
• 階層（経営者、職員等）に応じた内容や、テクノロジーの導入前に受講できるよう、開催時期や回数、内容を

見直せないか検討する。

令和８年度に向けた改善策（案）

【研修会】
• 受講者数  ２７１名（計６回） ※オンライン受講含む

【展示会】
• 参加者数 ５４名（計４回）

２ 研修会・展示会の開催（ R7実績：R8.1.31時点）



ひなた介護DX支援センターにおける令和８年度の取組
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• ひなカイの認知度向上と介護事業所によるさらなる活用促進
• どのような支援が受けられるのかイメージがわきづらい
• 伴走支援内容の他事業所への横展開

課 題

• 取組事例や成果をパンフレットとしてまとめ、県内事業所へ横展開することにより、支援内容を周知すると
ともに、生産性向上の取組が幅広い事業所で行われるよう促す。

• 介護現場革新会議の委員が事業所の取組を知る機会を設け、伴走支援を受けた事業所での取組内容を確認い
ただくとともに、取組事例を紹介するパンフレットを各団体の会員事業者へ配布いただくなど、取組内容の
周知へ協力いただく。

令和８年度に向けた改善策（案）

• 伴走支援 ３事業所へ支援を実施（敬寿園（特養：延岡市）、ひえいの郷（特養：延岡市）
 相愛苑（老健：小林市））

• 有識者派遣 ９件

３ 伴走支援、有識者の派遣（R7実績：R8.1.31時点）
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• 日時：令和８年２月２５日（水） １２：４５～１６：００
• 会場：KITENビル８階 大会議室（定員８０名）
• プログラム：

①伴走支援事例紹介ディスカッション
伴走支援を実施した３施設による取組事例の
発表・パネルディスカッション

②基調講演
生産性向上の実務ステップ等についての講演
（講師：合同会社オートケア 岸田隆之氏）

介護事業所の生産性向上に向けた交流フォーラム

• 年１～２回、同会議を開催予定。（当年度の事業実績の報告や、
次年度の事業計画の検討等を実施）

令和８年度の介護現場革新会議の開催
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